
開催地名 愛媛県 今治市 

開催日時 令和６年１０月１１日（金）９：３０～１１：００ 

開催場所 今治市立吉海小学校 

語り部 糸日谷 美奈子（千葉県千葉市） 

参加者 ５５名 

開催経緯 第４学年総合的な学習の時間における防災教育の充実を図りたいと考えている。 また、甚大な

災害が発生した際に、迅速な公助が期待できないことが課題となっており、避難方法、防災袋、

備蓄、避難所生活など、生き延びるための具体的な方法について学ぶ機会としたい。 

内容 （１） はじめに 

今回のイベントは「防災行動プロジェクト」をテーマとし、地域住民や保護者を対象に開催され

た。本プロジェクトの目的は、自然災害への備えや、災害発生時の適切な行動について住民に

啓発することである。日本は地震や台風などの自然災害が頻発する国であり、防災意識を高め

ることが不可欠である。 

 

（2） あの日のこと 

東日本大震災が発生した2011年3月11日、釜石東中学校では放課後の時間帯であり、生徒も

教員も校内外に散らばっていた。通常の避難訓練では、全員が一斉に避難行動をとるが、この

日は生徒それぞれがバラバラの場所にいたため、従来の訓練とは異なる状況であった。 

しかし、数年前から地域全体で防災教育に取り組んできた成果が発揮され、生徒たちは訓練通

りに自主的に避難を開始。さらに、その姿が周囲の大人や地域住民の避難行動を誘発し、結果

的に多くの命が救われた。 

津波到達までの約30分弱の間に、生徒たちは何度も「より高い場所へ」と判断し、次々に避難

場所を変更。結果として、釜石東中学校の生徒のほぼ全員が無事に避難を完了した。この一連

の行動が「釜石の奇跡」と報道されたが、実際には、奇跡ではなく、防災訓練の積み重ねと防災

意識の高さによる成果だった。 

 

（3） その後のこと 

避難所生活では、生徒たちを保護者と引き合わせる（実際の引き渡しではなく、生存確認がで

きる状態になる）までに約1週間を要した。避難所の環境は劣悪であり、プライバシー確保や感

染症対策も不十分で、トイレの数も不足していた。 

そのような状況の中、教頭が発した「避難してきた私たちはお客様ではない」という言葉が大き

な意味を持った。この言葉により、教職員や生徒たちは「助けられる側」ではなく「助ける側」と

しての意識を持ち、避難所の運営や支援活動に積極的に関わるようになった。こうした主体的

な行動が、避難所の環境改善に繋がった。 

 

（4） まとめ 

1. 防災教育の重要性 

釜石市では、総合学習の時間を活用して防災教育を行ってきた。特に、地域住民とのフィール

ドワークを通じて、過去の津波被害の歴史や津波の到達地点を示す石碑を見学し、学びを深め

た。その結果、津波発生時に、生徒たちはハザードマップよりも高い場所へ逃げるという選択を

とることができた。このように、地域の歴史や知識を学ぶことは、災害時の適切な行動につな

がる。 

2. 防災計画を積極的に読む 

自治体が策定している防災計画は、多くの住民にとって身近なものではない。しかし、災害発

生時には、その内容が生死を分ける指針となる。普段から防災計画に目を通し、自分が住む地

域のリスクや避難経路を把握しておくことが重要である。 

3. 災害時の心理的変化 

災害に遭うと、心理状態は以下の4つの段階を経て変化することが知られている。 

・茫然自失期：災害直後、何が起きたのか理解できず、呆然とする。 

・ハネムーン期：助かった安堵感から、周囲と助け合う気持ちが高まる。 

・幻滅期：支援が思うように進まず、不満やストレスが蓄積する。 



・再建期：状況を受け入れ、少しずつ日常生活を取り戻していく。 

この変化を事前に知っておくだけで、自分自身や周囲の人がどの段階にいるのかを客観的に

判断し、適切な対応を取ることができる。 

4. 「防災×趣味」の考え方 

釜石東中学校の元教諭である講演者は、千葉県に移住後、防災に貢献できる菜園を運営して

いる。井戸を掘り、避難者が一時的に滞在できる場所として整備するなど、趣味を活かしなが

ら地域の防災力向上に取り組んでいる。このように、自分の好きなことと防災を掛け合わせる

ことで、無理なく防災活動を続けることができる。 

 

（5） 総括 

「釜石の奇跡」と呼ばれた避難行動は、決して奇跡ではなく、事前の教育と意識の醸成によって

成し得たものであった。防災は「他人事」ではなく「自分事」として考えることが重要であり、そ

の意識が周囲の人々の命を守る行動へとつながる。 

防災計画を積極的に学び、災害発生時の心理変化を理解し、趣味と防災を結びつけながら、自

分ができる防災の形を見つけていくことが求められる。そして、何よりも「自分が率先して動く

こと」が、地域全体の防災力を高める第一歩となるのである。 

 

開催地より 避難所生活は苛酷なものであることや、その中でも協力して生き延びたことなどを、映像やお話

から強く感じ取ることができた。また、日頃からの備えの大切さも理解できた。自分の命は自分

で守ることのできる児童を育てるために、更に防災教育を進めていきたい。 
 

 


